
















































研究 1 と研究 3（第 3 章）では，個人の行使意図を明確にしたコーピング尺度の開発と妥
当性の検討を行った。研究 1（（研究 1-1: N=342; 研究 1-2: N=182; 研究 1-3: N=161）では，
既存尺度を参考に尺度項目の作成を行い，問題焦点型対処尺度，情動焦点型行動的対処尺
度，情動焦点型認知的対処尺度の 3 下位尺度で構成されるコーピング尺度の作成と妥当性









研究 2 と研究 4（第 3 章）では，コーピングと精神的健康との関連について検討を行った。
まず，特性コーピングを統制した上で，実際に行使したコーピングが精神的健康と関連を
























研究 6（第 5 章）では，“対人ストレス処理過程”に関する確証的検討と，コーピングの
個人内プロセスに関する検討を行った。“対人ストレス処理過程”について確証的に検討す
るために，Web パネルを用いて，1 ヵ月を調査間隔とする 3 時点の縦断調査を行った（研究



























して健康の維持に寄与するかという問いに対して，一定の知見が提供された。第 3 は，daily 
hassles に対して行使されるコーピングが精神的健康に及ぼす影響を体系的に検討した点で
ある。また，先行研究とは異なり，コーピングの行使が翌日の感情状態だけでなく，3 ~ 4
日後の精神的健康に及ぼす影響を検討することによって，先行研究の知見についてのさら
なる精緻化と体系化に寄与する知見が得られた。 
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